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連
　
載

田
中
道
彦
氏

―
―
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
自
然
哲
学
を
解
き
広
め
る

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第⑰回

（
信
州
大
学
名
誉
教
授
）

▼
技
術
史
と
ニ
ュ
ー
ト
ン

近
代
科
学
の
礎
を
創
っ
た

ニ
ュ
ー
ト
ン
（
１
６
４
２
年

生
～
１
７
２
７
年
没
）
は
、

万
有
引
力
の
法
則
を
導
き
、

一
度
も
海
を
見
ず
し
て
月
の

引
力
に
よ
る
地
球
の
潮
汐
の

現
象
を
説
明
し
た
。
自
然
や

我
々
の
暮
ら
し
に
お
け
る
振

る
舞
い
が
、
力
学
や
数
学
で

成
り
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
こ
う

し
た
逸
話
な
ど
を
教
え
て
く

れ
る
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
グ
リ
ッ

ク
／
著　

大
貫
昌
子
／
訳
の

『
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
海
』
―
万

物
の
真
理
を
求
め
て
―
を
、

筆
者
は
、
所
属
し
て
い
た
千

葉
大
学
工
学
部
都
市
環
境
シ

ス
テ
ム
学
科
の
学
生
へ
の
推

薦
図
書
と
し
た
。
都
市
は
、

我
々
人
間
が
生
活
す
る
場
で

あ
り
絶
え
ず
変
容
す
る
が
力

学
や
数
学
が
背
景
で
支
配
す

る
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
の
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
に

つ
い
て
の
興
味
と
関
心
を
よ

り
強
く
し
て
く
れ
た
の
は
、

今
回
紹
介
す
る
信
州
大
学
の

元
教
授
、
田
中
道
彦
氏
で
あ

る
。
同
氏
と
は
、
日
本
技
術

史
教
育
学
会
の
活
動
に
お
い

て
直
接
知
り
得
た
が
、
機
械

工
学
の
設
計
分
野
の
仕
事
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
以
前
か
ら

承
知
し
て
い
た
。
筆
者
は
そ

の
学
会
誌
の
編
集
長
を
し
て

い
た
が
、
田
中
氏
は
論
文
や

解
説
文
を
毎
号
に
投
稿
す
る

常
連
者
で
、
校
閲
や
校
正
の

編
集
作
業
で
関
係
し
て
い

た
。
投
稿
さ
れ
る
技
術
史
の

守
備
範
囲
も
広
く
、
そ
の
中

に
流
れ
て
い
る
技
術
哲
学
に

は
、
一
貫
し
て
数
学
や
力
学

が
基
礎
と
な
っ
て
い
た
。
技

術
史
教
育
に
数
学
を
主
題
と

さ
れ
る
投
稿
者
は
ほ
か
に
は

お
ら
ず
独
自
で
特
異
な
存
在

で
す
ら
あ
っ
た
が
、
そ
の
内

容
は
秀
逸
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
そ
の
論
文
な
ど

に
も
触
れ
、
田
中
氏
の
技
術

哲
学
や
技
術
史
観
な
ど
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
。
す
な
わ

ち
、「
田
中
道
彦
と
人
と
作

品
」
風
に
ま
と
め
、
数
学
の

大
切
さ
を
説
く
挑
戦
者
像
を

紹
介
し
た
い
。

藩
主
の
命
令
で
新
田
開
発
の

指
揮
を
執
っ
た
と
い
う
。
曽

祖
父
は
、
江
戸
時
代
の
南
宋

画
の
画
家
で
、
叔
曽
祖
父

は
、
幕
末
の
戊
辰
戦
争
で
荒

れ
た
函
館
の
街
に
桜
を
一
万

本
寄
付
し
植
樹
し
た
篤
志
家

（
逸
見
小
右
衛
門
）
で
あ

る
。
ま
た
伯
祖
父
は
、
明
治

の
陸
軍
技
術
審
査
官
で
弾
道

学
研
究
者
の
武
田
三
郎
砲
兵

大
佐
で
あ
っ
た
。
ま
た
祖
父

は
東
北
大
学
の
前
身
の
法
律

学
校
を
卒
業
し
、
父
は
長
野

師
範
卒
業
後
、
郷
里
で
教
師

で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し

た
家
系
を
持
つ
田
中
氏
は
、

東
大
大
学
院
で
機
械
工
学
、

と
く
に
設
計
工
学
を
専
門
と

す
る
北
郷
薫
教
授
の
研
究
室

で
薫
陶
を
受
け
、
信
州
大
学

工
学
部
に
お
い
て
設
計
工
学

等
の
研
究
教
育
を
遂
行
し
て

き
た
。
現
在
は
定
年
退
職
し

信
州
大
学
名
誉
教
授
で
あ
る
。

こ
の
間
、
大
学
も
時
代
に

よ
り
組
織
変
化
し
た
。
工
学

部
機
械
工
学
科
も
機
械
シ
ス

テ
ム
工
学
科
な
ど
と
名
称
変

更
し
て
い
る
が
、
設
計
工

学
・
機
械
要
素
・
ト
ラ
イ
ボ

ロ
ジ
ー
・
機
械
力
学
・
制
御

等
に
関
す
る
研
究
教
育
の
対

象
も
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
田

中
氏
は
解
析
的
な
研
究
が
得

意
で
、
数
値
計
算
、
当
時
で

は
有
限
要
素
法
や
境
界
要
素

法
を
適
用
し
た
応
力
や
ひ
ず

み
、
さ
ら
に
は
変
形
解
析
、

を
行
い
、
和
算
の
計
算
技
法

を
見
出
し
て
い
る
【
註
３
】

【
註
４
】【
註
５
】。
そ
の
結
果

を
学
生
た
ち
に
教
育
し
、
日

本
人
の
技
術
史
観
と
民
族
的

誇
り
と
伝
え
て
い
る
。

▼
ま
と
め

暮
ら
し
の
中
で
明
示
す
べ

し
て
考
察
す
る
こ
と
を
実
践

し
教
え
て
い
る
。

最
後
の
写
真
は
、
定
年
時

に
卒
業
生
が
集
ま
っ
て
行
っ

た
謝
恩
会
の
集
合
写
真
で
あ

る
。
彼
ら
の
心
境
に
は
、
田

中
氏
の
大
学
で
の
教
育
心
情

が
活
か
さ
れ
、
会
社
の
実
務

で
大
成
し
、
指
導
者
に
も
な

っ
て
い
る
。
田
中
氏
の
作
品

は
、
あ
る
面
で
人
材
で
あ
る

と
も
い
え
る
。

【
註
１
】
田
中
道
彦
・
北
郷

薫
、「
有
限
要
素
法
に
よ
る

ね
じ
締
結
体
の
解
析
」、
46

巻
４
１
２
号
（
１
９
８
０
年

12
月
）

し
た
過
程
で
は
、
下
の
写
真

に
あ
る
よ
う
に
、
家
族
や
中

国
の
学
者
な
ど
の
交
流
を
通

し
て
素
養
や
才
能
を
活
か

し
、
展
開
に
一
層
の
広
が
り

を
創
り
出
し
て
い
る
。

▼
田
中
氏
の
研
究
と
関
心

同
氏
の
研
究
生
活
は
、
東

大
の
本
郷
薫
研
究
室
で
の
「
ね

じ
締
結
体
の
研
究
」
か
ら
始

ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時

の
花
型
の
テ
ー
マ
で
「
有
限

要
素
法
に
よ
る
ね
じ
締
結
体

の
解
析
」
と
い
う
日
本
機
械

学
会
論
文
が
昭
和
５
５
年
１

２
月
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

討
論
に
は
、
同
分
野
の
山
本

晃
氏
（
東
工
大
教
授
）
な
ど

が
登
場
し
て
い
る
【
註
１
】。

若
い
時
期
で
あ
り
、
実
際
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
て
、
３

次
元
要
素
解
析
と
い
う
先
進

的
な
解
析
法
に
取
り
組
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

当
時
の
日
本
は
、
も
の
づ

く
り
へ
企
業
も
大
学
も
注
力

し
て
い
た
。
品
質
向
上
、
信

頼
性
向
上
、
そ
し
て
合
理
化

が
中
心
的
目
標
で
あ
っ
た
。

そ
の
場
合
に
、
機
械
や
装
置

を
構
成
す
る
部
品
や
部
材
を

締
結
す
る
ね
じ
の
重
要
性
が

叫
ば
れ
た
。
ね
じ
締
結
体
の

高
強
度
化
と
緩
み
防
止
が
要

件
で
あ
っ
た
。
設
計
工
学
に

は
静
的
な
対
象
の
締
結
の
ほ

か
、
動
的
な
対
象
の
機
構
学

や
摩
擦
潤
滑
な
ど
の
課
題
が

あ
る
。
そ
の
課
題
の
克
服
に

は
、
機
械
工
学
に
は
、
新
た

に
電
気
工
学
や
電
子
工
学
を

援
用
し
て
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

す
る
時
代
と
な
っ
た
。
も
の

▼
田
中
氏
の
家
系
と

経
歴

田
中
道
彦
氏
は
、
昭

和
20
年
10
月
31
日
に
長

野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村

新
田
に
生
ま
れ
た
。
生

家
は
江
戸
初
期
か
ら
続

く
古
い
家
柄
で
、
松
本

あ
る
い
は
振
動
解
析

な
ど
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
数
学
に

関
す
る
素
養
を
活
か

し
、
教
育
の
方
向
性

を
「
技
術
史
」
や

「
科
学
史
」
と
い
う

分
野
の
重
要
性
を
示

す
役
割
を
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
機
械
工
学
の
広

範
な
分
野
で
の
研
究

背
景
か
ら
数
学
的
取

り
扱
い
、
い
わ
ゆ
る

数
値
解
析
を
活
か
し

た
数
学
的
な
思
考
が

特
徴
で
あ
る
。
こ
う

き
は
、
作
用
と
反

作
用
、
逆
２
乗

則
、
そ
し
て
加
速

度
に
代
表
さ
れ
る

時
間
変
化
（
速
度

や
加
速
度
）
に
つ

い
て
の
考
察
で
あ

る
。
田
中
氏
は
、

論
文
の
テ
ー
マ
と

し
て
、
和
算
へ
の

敬
意
の
ほ
か
、
加

速
度
の
時
間
変
化

（
ジ
ャ
ー
ク
）
な

ど
、
暮
ら
し
を
数

学
的
に
考
察
す
る

動
機
づ
け
を
、
技

術
史
や
科
学
史
と

集
中
制
御
の
リ

モ
ー
ト
式
の
第

４
世
代
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
、

大
型
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
で
の
解
析

利
用
と
し
て
の

時
代
で
あ
っ
た

が
パ
ー
ソ
ナ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
登
場
で
、
オ

ン
サ
イ
ト
で
行

わ
れ
る
よ
う
に

な
り
小
型
化
が

一
層
進
行
し

た
。
こ
れ
に
対

応
し
て
機
械
シ

【
註
２
】
技
術

史
教
育
学
会

誌
、
第
11
巻
第

２
号
（
２
０
１

０
年
９
月
）

【
註
３
】
同
、

第
３
巻
第
１
・

２
号
（
２
０
０

２
年
３
月
）

【
註
４
】
同
、

第
８
巻
第
２
号

（
２
０
０
７
年

３
月
）

【
註
５
】
同
、

第
14
巻
第
１
号

（
２
０
１
２
年

９
月
）

づ
く
り
の
原
点
が
ワ
ッ
ト
や

ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
に
代
表
さ

れ
る
時
代
を
機
械
の
第
１
世

代
と
す
る
と
、
電
気
と
の
融

合
が
第
２
世
代
、
さ
ら
に
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
や
Ｉ
Ｃ
が
導
入

さ
れ
た
制
御
工
学
が
機
械
に

導
入
さ
れ
、
第
３
世
代
と
な

っ
た
。
そ
の
計
測
や
制
御
も

ス
テ
ム
と
い
う
名
称
が
使
わ

れ
た
。
現
在
は
、
知
の
機
械

工
学
と
呼
ば
れ
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
密

着
に
な
り
、
時
空
間
で
自
己

制
御
し
稼
働
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

の
機
械
＆
装
置
へ
と
変
容
し

て
い
る
（
第
５
世
代
）。

す
る
と
、
理
数
的
な
動
作

や
機
能
が
主
流
と
な
り
、
技

術
史
や
科
学
史
を
考
究
し
技

術
哲
学
を
社
会
や
教
育
に
も

必
須
な
も
の
と
し
導
入
す
る

こ
と
を
要
す
る
。
そ
の
中
に

は
、
田
中
氏
が
重
視
す
る
ニ

ュ
ー
ト
ン
か
ら
学
ぶ
自
然
哲

学
が
底
流
と
な
り
そ
う
で
あ

る
。

▼
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
自
然
哲
学

日
本
技
術
史
教
育
学
会
に

投
稿
さ
れ
た
田
中
氏
の
論
文

は
、
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の

対
象
を
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
に

よ
り
説
明
し
て
い
る
。

田
中
氏
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン

の
主
著
『
プ
リ
ン
シ
キ
ピ

ア
』
が
、
万
有
引
力
と
運
動

の
３
法
則
を
解
明
し
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
お
け
る
自
然
現
象

の
成
り
立
ち
、
そ
れ
は
自
然

と
人
間
が
対
話
す
る
拠
り
ど

こ
ろ
と
し
て
の
「
自
然
哲

学
」
と
し
て
解
釈
し
、
し
か

も
そ
の
背
景
に
あ
る
数
学
を

重
視
し
「
自
然
哲
学
の
数
学

的
諸
原
理
」
の
深
淵
さ
を
教

育
や
論
文
で
伝
え
て
い
る
。

こ
の
９
月
、
先
週
の
22
日

は
、
中
秋
の
名
月
で
あ
っ
た

が
、
月
の
満
ち
欠
け
ば
か
り

で
な
く
、
そ
の
存
在
や
引
力

の
大
小
に
つ
い
て
力
学
的
＆

数
学
的
に
考
え
た
ニ
ュ
ー
ト

ン
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
大
き
い
。

実
は
、
先
述
し
た
田
中
氏

の
伯
祖
父
の
武
田
三
郎
砲
兵

大
佐
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学

の
教
え
る
力
学
を
駆
使
し
弾

道
計
算
し
た
こ
と
を
、
田
中

氏
は
論
文
と
し
て
ま
と
め
て

い
る
【
註
２
】。
そ
れ
は
、

祖
先
と
い
う
の
で
は
な
く
、

科
学
や
数
学
を
弾
道
学
の
検

証
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
技

術
哲
学
と
し
て
の
影
響
は
大

き
い
。
数
学
に
対
す
る
矜
持

は
、
学
生
に
も
伝
授
し
た
い

と
、
日
本
の
和
算
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
て
い
る
。

▼
和
算
の
理
解
と
矜
持

一
方
で
、
数
学
に
対
す
る

素
養
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
み

な
ら
ず
、
関
孝
和
を
は
じ
め

と
す
る
和
算
家
の
業
績
に
つ

い
て
自
身
で
証
明
や
解
答
を

つ
け
賞
賛
し
て
い
る
。
和
算

は
西
洋
数
学
に
負
け
な
い
高

等
数
学
で
あ
る
こ
と
は
知
ら

れ
て
い
る
。
関
孝
和
は
上
州

（
群
馬
県
）
の
生
ま
れ
と
も

い
わ
れ
群
馬
県
で
は
和
算
研

究
が
盛
ん
で
あ
る
。
筆
者
も

若
い
時
に
研
究
会
に
参
加
し

勉
強
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

一
方
、
信
州
（
長
野
県
）

で
も
算
額
が
掲
げ
ら
れ
た
。

例
え
ば
、
上
田
市
に
近
い
坂

城
町
北
日
名
の
天
幕
社
の
奉

納
算
額
は
、
市
川
佐
五
左
衛

門
と
菱
田
与
左
衛
門
に
よ
り

奉
納
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

そ
の
中
で
牛
角
問
題
が
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
設
計
に
あ
た

り
強
度
や
変
形
を
解
く
と
き

に
必
須
な
回
転
能
率
や
重
心

を
問
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

西
洋
数
学
で
は
、
サ
イ
ン
や

コ
サ
イ
ン
、
部
分
積
分
な
ど

を
使
っ
て
求
め
る
も
の
で
あ

る
が
、
和
算
で
も
求
め
ら
れ

て
い
る
。
和
算
で
は
積
分
の

代
わ
り
に
微
小
区
間
の
累
積

総
和
で
求
め
て
い
る
。
田
中

氏
は
、
そ
の
裏
付
け
の
計
算

田中道彦氏

田中氏のファミリーと（故）郭可謙教授

研究室卒業生による田中教授への謝恩会


